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日
本
語
に
お
い
て
「
間
接
話
法
」
は
い
か
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
か

　                

―
―
―
夏
目
漱
石
の
『
坊
ち
ゃ
ん
』
を
例
文
に
用
い
て
―
―
―     

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
　
淺
　
英
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一　

は
じ
め
に

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
精
力
的
に
日
本
語
の
「
引
用
」「
話
法
」
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
し
て
き
た
藤
田
保
幸
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
蓄

積
を
背
景
に
博
士
論
文
を
執
筆
し
藤
田
（
二
〇
〇
〇
）
と
し
て
す
で
に
上
梓
し
て
い
た
が
、
最
近
引
用
・
話
法
研
究
の
歴
史
的
流
れ
や
論

点
に
つ
い
て
広
く
俯
瞰
す
る
著
書
、藤
田 （
二
〇
一
四
）
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
著
書
の
中
で
は
、と
り
わ
け
三
上
章
（
一
九
五
三
）

や
奥
津
敬
一
郎
（
一
九
七
〇
）
に
関
す
る
論
考
に
つ
い
て
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
三
上
に
つ
い
て
藤
田
は
、「『
話
法
』
の
問
題
を
日
本
語

の
文
法
研
究
に
お
い
て
は
じ
め
て
正
面
か
ら
と
り
上
げ
て
論
じ
た
試
み
」（
藤
田
二
〇
一
四
：
一
〇
〇
）
と
見
做
す
と
共
に
、
奥
津
に
つ

い
て
も
、「
間
接
話
法
で
は
、
終
助
詞
や
感
動
詞
の
よ
う
な
要
素
が
引
用
句
の
部
分
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
を
指

摘
し
て
、
日
本
語
で
も
『
話
法
』
が
文
法
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
」（
藤
田
二
〇
〇
〇
：

六
一
四
）
と
評
価
す
る
（
な
お
上
記
の
三
上
と
奥
津
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
復
刊
本
の
三
上
（
一
九
七
二
）、
再
録
版
の

奥
津
（
一
九
九
六
）
で
記
す
）。
こ
れ
ら
両
氏
に
関
す
る
考
察
で
は
「
直
接
話
法
」・「
間
接
話
法
」
の
弁
別
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
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い
る
が
、（
筆
者
の
専
門
と
す
る
）
ド
イ
ツ
語
で
は
（
当
然
書
き
言
葉
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
）「
直
接
話
法
」
に
は
必
ず
引
用
符
が
付
さ
れ
、

動
詞
形
態
に
関
し
て
は
通
常
直
説
法(Indikativ)

・
命
令
法(Im

perativ)

で
書
か
れ
る
の
に
対
し
、「
間
接
話
法
」
は
引
用
符
な
し
で
言

語
規
範
的
に
は
接
続
法(K

onjunktiv)

で
書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
そ
の
区
別
に
苦
労
す
る
こ
と
は
な
い
。
他
方
日
本
語

に
お
い
て
は
、
近
代
小
説
以
降
を
見
て
も
区
別
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
こ
こ
で
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
出
版
さ
れ
た
近
代

小
説
の
先
駆
け
の
一
つ
、夏
目
漱
石
の『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』の
書
き
出
し
部
分
を
取
り
出
し
話
法
の
状
況
を
観
察
し
て
み
よ
う
。
漱
石
の『
坊
っ

ち
ゃ
ん
』
は
「
お
れ
」（
最
愛
の
清
〔
き
よ
〕
か
ら
は
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
江
戸
っ
子
の
若
者
）
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
一

人
称
小
説
。

　

親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
。
小
学
校
に
い
る
時
分
学
校
の
二
階
か
ら
飛
び
降
り
て
一
週
間
腰
を
抜

か
し
た
事
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
無
闇
を
し
た
と
聞
く
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
別
段
深
い
理
由
で
も
な
い
。
新
築
の
二
階
か
ら
首

を
出
し
て
い
た
ら
、
同
級
生
の
一
人
が
冗
談
に
、
い
く
ら
威
張
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
飛
び
降
り
る
事
は
出
来
ま
い
。
弱
虫
や
ー
い
。

と
囃
し
た
か
ら
で
あ
る
。
小
使
に
負
ぶ
さ
っ
て
帰
っ
て
来
た
時
、
お
や
じ
が
大
き
な
眼
を
し
て
二
階
位
か
ら
飛
び
降
り
て
腰
を
抜
か

す
奴
が
あ
る
か
と
云
っ
た
か
ら
、
こ
の
次
は
抜
か
さ
ず
に
飛
ん
で
見
せ
ま
す
と
答
へ
た
。（
七
、
数
字
は
岩
波
文
庫
版
頁
数
、
引
用

文
中
の
振
仮
名
は
適
宜
省
略
。
傍
線
は
湯
淺
に
よ
る
。
以
下
同
様
）

　

引
用
文
中
の
傍
線
部
は
「
直
接
話
法
」
と
見
做
せ
る
箇
所
で
あ
り
、
一
見
こ
の
書
き
出
し
だ
け
を
見
る
と
、
地
の
文
の
直
接
話
法
の
箇

所
に
は
鉤
括
弧
は
使
わ
れ
な
い
印
象
を
持
つ
。
し
か
し
第
一
章
の
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
地
の
文
の
中
に
も
鉤
括
弧
付
き
の
直
接
話
法
が

散
見
さ
れ
る
（
因
み
に
第
二
章
以
降
に
出
て
く
る
改
行
し
て
の
直
接
話
法
部
分
で
は
、
す
べ
て
鉤
括
弧
が
使
用
さ
れ
る
）。
例
え
ば
以
下

に
示
す
例
（
第
一
章
）
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
地
の
文
に
お
け
る
直
接
話
法
の
鉤
括
弧
の
使
用
に
つ
い
て
一
定
の
規
則
性
が
あ
る
よ
う
に

は
思
え
な
い
（
引
用
文
中
の
傍
線
部
は
、
鉤
括
弧
な
し
の
直
接
話
法
部
分
）。
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お
れ
の
来
た
の
を
見
て
起
き
直
る
が
早
い
か
、
坊
ち
ゃ
ん
何
時
家
を
御
持
ち
な
さ
い
ま
す
と
聞
い
た
。（
中
略
）
お
れ
は
単
簡
に

当
分
う
ち
は
持
た
な
い
。
田
舎
へ
行
く
ん
だ
と
い
っ
た
ら
、
非
常
に
失
望
し
た
容
子
で
、
胡
麻
塩
の
鬢
の
乱
れ
を
頻
り
に
撫
で
た
。

余
り
気
の
毒
だ
か
ら
「
行
く
事
は
行
く
が
じ
き
帰
る
。
来
年
の
夏
休
み
に
は
き
っ
と
帰
る
」
と
慰
め
て
や
っ
た
。
そ
れ
で
も
妙
な
顔

を
し
て
い
る
か
ら
「
何
を
見
や
げ
に
買
っ
て
き
て
や
ろ
う
、何
が
欲
し
い
」
と
聞
い
て
見
た
ら
「
越
後
の
笹
飴
が
食
べ
た
い
」
と
い
っ

た
。（
一
七
）

当
然
話
し
言
葉
に
な
る
と
日
本
語
で
あ
っ
て
も
ド
イ
ツ
語
で
あ
っ
て
も
、
鉤
括
弧
あ
る
い
は
引
用
符
と
い
っ
た
視
覚
的
記
号
は
意
味
を
な

さ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
書
き
言
葉
の
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
日
本
語
の
鉤
括
弧
は
ド
イ
ツ
語
の
引
用
符
ほ
ど
「
話
法
」
を
分
け
る
目
印
の

役
目
を
（
少
な
く
と
も
『
坊
ち
ゃ
ん
』
を
見
る
限
り
）
果
た
し
て
い
な
い
。
実
際
藤
田
（
二
〇
〇
〇
：
二
七
）
も
「
統
語
論
に
お
い
て
問

題
と
す
べ
き
統
語
論
的
な
『
引
用
』
の
問
題
と
、
カ
ギ
カ
ッ
コ
の
問
題
と
は
基
本
的
に
別
の
も
の
」
と
し
て
お
り
、
従
来
の
日
本
語
に
お

け
る
引
用
・
話
法
研
究
で
は
鉤
括
弧
の
有
無
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
基
本
的
に
書
き
言
葉
と
り
わ
け
小
説
に
お
け
る
「
話
法
」
に
限
定
し
、
特
に
「
日
本
語
に
間
接
話
法
は
あ
る
の
か
」、

「
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
直
接
話
法
と
分
け
る
基
準
は
何
か
」
と
い
う
点
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
い
。（１
）

そ
し
て
現
代
小
説
の
原
型
の

一
つ
と
言
っ
て
も
よ
い
先
の
夏
目
漱
石
の
『
坊
ち
ゃ
ん
』
か
ら
例
文
を
取
り
、
そ
れ
ら
を
論
究
す
る
。『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
出
版
さ
れ
た
明

治
三
九
年
前
後
は
言
文
一
致
体
が
市
井
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
小
説
に
お
い
て
も
普
及
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
小
説

の
「
話
法
」
を
探
る
こ
と
は
現
代
日
本
語
の
話
法
、
中
で
も
「
間
接
話
法
」
の
実
態
の
解
明
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。（
２
）

ま
た
日
本
語
の
引
用
・
話
法
研
究
に
お
い
て
は
、
一
般
に
発
話
動
詞
の
「
言
う
」
以
外
に
、「
思
う
」「
考
え
る
」「
信
じ
る
」「
疑
う
」
等

の
「
～
と
」
と
結
び
つ
く
思
考
動
詞
が
考
察
の
視
野
に
入
っ
て
く
る
（
三
上 
一
九
七
二
、
奥
津 

一
九
九
六
、
藤
田 

二
〇
〇
〇
等
参
照
）。

こ
れ
は
「
引
用
」
の
概
念
を
広
く
考
え
よ
う
と
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
英
語
の
「
話
法
」
を
意
味
す
るspeech

はspeak

と
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語
源
的
に
関
係
し
、
ド
イ
ツ
語
の
「
話
法
」
を
意
味
す
るRede

も
同
様
にreden

（
話
す
）
と
関
係
す
る
た
め
、
本
稿
の
分
析
で
は
（
ド

イ
ツ
語
な
ど
他
言
語
の
「
話
法
」
と
の
比
較
も
視
野
に
入
れ
る
意
味
も
あ
り
）
直
接
話
法
・
間
接
話
法
は
あ
く
ま
で
（
思
考
内
容
等
を
除
く
）

発
話
内
容
の
書
記
上
の
引
用
形
式
に
限
定
し
、
発
話
・
言
語
活
動
の
動
詞
あ
る
い
は
発
話
・
言
語
活
動
に
関
わ
る
名
詞
に
よ
っ
て
導
か
れ

る
も
の
と
す
る
。(

３
）

な
お
話
し
言
葉
に
お
け
る
「
話
法
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
後
半
部
（
第
六
章
）
で
書
き
言
葉
と
の
違
い
に
焦
点
を

当
て
な
が
ら
触
れ
る
つ
も
り
で
い
る
。

　
　

二　
「
直
接
話
法
」・「
間
接
話
法
」
の
定
義

　
「
話
法
」
に
つ
い
て
三
上
（
一
九
七
二
：
三
三
三
）
が
、「
日
本
語
の
話
法
の
規
則
を
説
い
た
文
典
を
私
は
知
ら
な
い
。
恐
ら
く
誰
も
そ

れ
を
考
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
三
上
以
前
に
は
「
話
法
」
と
い
う
概
念
は
日
本
語
文
法
に
は
な

い
も
同
然
で
あ
っ
た
。
た
だ
前
章
で
紹
介
し
た
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
で
も
登
場
人
物
の
発
話
が
鉤
括
弧
で
囲
ま
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と

か
ら
、「
直
接
話
法
」
自
体
は
具
体
的
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
そ
の
対
立
概
念
と
し
て
の
「
間
接
話
法
」
は
自
明
で
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
語
に
「
間
接
話
法
」
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
「
直
接
話
法
」
と
は
何
か
、「
間
接

話
法
」
と
は
何
か
と
い
う
定
義
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
藤
田
（
二
〇
〇
〇
：
六
一
五
）
の
定
義
を
以
下
に

挙
げ
る
。

　

ま
ず
、「
話
法
」
を
次
の
よ
う
に
と
ら
え
る
。
引
用
さ
れ
た
コ
ト
バ
が
、
も
と
も
と
の
話
し
手
の
立
場
に
即
し
て
秩
序
づ
け
ら
れ

て
い
れ
ば
直
接
話
法
、
そ
れ
を
引
用
し
た
全
文
の
話
し
手
の
立
場
に
即
し
て
読
ま
れ
る
な
ら
間
接
話
法
で
あ
る
。
話
法
と
は
、
そ
う

し
た
秩
序
の
基
準
の
相
違
で
あ
り
、基
本
的
に
は
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
二
つ
の
区
別
を
考
え
れ
ば
よ
い
。（
傍
線
は
湯
淺
に
よ
る
）

こ
の
藤
田
の
定
義
で
は
、「
秩
序
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
も
う
少
し
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
語
の
「
直
接
話
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法
」・「
間
接
話
法
」
の
例
を
観
察
し
な
が
ら
、
こ
の
定
義
を
さ
ら
に
具
体
化
し
て
み
た
い
。
以
下
は
、
ド
イ
ツ
語
の
『
ド
ゥ
ー
デ
ン
文
法
』

（
二
〇
〇
九
：
五
二
六
以
下
）
の
例
で
あ
る
（
な
お
上
掲
書
が
説
明
の
た
め
に
付
し
て
い
る
記
号
は
削
除
。
イ
タ
リ
ッ
ク
体
は
湯
淺
に
よ
る
。

「
直
話
」
は
直
接
話
法
、「
間
話
」
は
間
接
話
法
の
略
）。

　
（
１
）（
直
話
）D

er Bäcker hat gestern m
einer T

ochter gesagt: >> Ich m
u
ss  dich leider enttäuschen.<<

　
　
　
　
　
　
　
（
パ
ン
屋
は
昨
日
私
の
娘
に
言
っ
た
。「
僕
は
君
を
残
念
な
が
ら
が
っ
か
り
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
）

　
　
　

    （
間
話
）D

er Bäcker hat gestern m
einer T

ochter gesagt, dass er sie leider enttäuschen m
üsse.

　
　
　
　
　
　
　
（
パ
ン
屋
は
昨
日
私
の
娘
に
、
自
分
は
彼
女
を
残
念
な
が
ら
が
っ
か
り
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
言
っ
た
）

　
（
２
）（
直
話
）D

er Bäcker hat vor einer W
oche behauptet: >> Es w

ird  m
orgen regnen.<<

　
　
　
　
　
　
　
（
パ
ン
屋
は
一
週
間
前
に
主
張
し
た
。「
明
日
雨
が
降
る
だ
ろ
う
。」
と
）

　
　
　

   （
間
話
）D

er Bäcker hat vor einer W
oche behauptet, es w

erde am
 nächsten T

ag regnen.

　
　
　
　
　
　
　
（
パ
ン
屋
は
一
週
間
前
に
、
翌
日
雨
が
降
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
た
）

　

ド
イ
ツ
語
の
場
合
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
直
接
話
法
の
「
直
説
法
」（
定
形
の
助
動
詞m

uss

とw
ird

の
形
態
を
指
す
）
が
間
接
話
法

で
は
「
接
続
法
」（
こ
こ
で
は
接
続
法
第
一
式
のm

üsse
とw

erde

）
に
変
更
さ
れ
る
。
ま
た
三
上
（
一
九
七
二
：
三
三
〇
）
の
言
う
「
境

遇
性
を
持
つ
単
語
」
に
関
し
て
は
、（
１
）
で
は
直
接
話
法
内
の
人
称
代
名
詞ich

（
私
が
）
とdich

（
君
を
）
が
間
接
話
法
で
はer

（
彼

が
）
とsie

（
彼
女
を
）
に
、（
２
）
で
はm

orgen

（
明
日
）
がam

 nächsten T
ag

（
翌
日
）
に
、
言
い
換
え
れ
ば
主
文(H

auptsatz)

も
含
め
た
文
全
体
の
話
者
の
「
今
・
こ
こ
」
か
ら
見
て
誤
解
を
生
ま
な
い
言
語
表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。（
１
）（
２
）
の
直
接
話
法
・

間
接
話
法
の
対
立
か
ら
見
え
る
こ
と
は
、
ま
ず
直
接
話
法
の
場
合
、
発
話
内
容
が
完
全
に
自
立
し
た
「
文
」
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
発
話
部
分
を
囲
む
引
用
符
や
コ
ロ
ン
に
よ
る
主
文
か
ら
の
分
断
に
も
注
意
）。
他
方
間
接
話
法
の
場
合
、
接
続
法
に
よ



24

る
発
話
内
容
―
―
副
文(N

ebensatz)

を
導
く
接
続
詞dass

が
あ
れ
ば
定
形
後
置
―
―
は
主
文
の
動
詞
と
結
合
価
的
に
緊
密
に
結
び
つ
き
、

主
文
・
副
文
を
含
め
た
文
全
体
と
し
て
、「
統
語
的
意
味
的
一
貫
性
」
と
言
っ
た
も
の
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
一
貫
性
」
が

藤
田
の
言
う
「
秩
序
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
直
接
話
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
種
の
「
一
貫
性
」
が
文
内
の
発
話
者
（
こ
こ
で
は

「
パ
ン
屋
」）
の
「
今
・
こ
こ
」
を
起
点
と
し
、（
パ
ン
屋
の
）
発
言
内
部
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
間
接
話
法
の
「
一
貫
性
」
は
「
全

文
の
話
し
手
」
の
「
今
・
こ
こ
」
を
起
点
と
し
て
主
文
・
副
文
全
体
を
貫
徹
す
る
。
な
お
後
述
の
四
・
三
と
も
関
連
す
る
が
、
動
詞
の
「
結

合
価(valency)

」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ばT

esniére

（
一
九
五
三
、
小
泉
監
訳  

二
〇
〇
七
）、
小
泉
（
二
〇
〇
七
）
等
参
照
。

　
　

三　

日
本
語
の
引
用
・
話
法
研
究
の
特
徴

　

三
上
（
一
九
七
二
）
以
降
の
日
本
の
引
用
・
話
法
研
究
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
優
勢
で
あ
っ
た
言
語
学
派
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、

幾
つ
か
特
徴
的
な
分
析
手
法
が
見
て
取
れ
る
。
た
だ
そ
の
特
徴
は
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
語
な
ど
印
欧
語
の
話
法
研
究
に
お
い
て
は
必
ず

し
も
一
般
的
と
は
言
え
な
い
。
こ
う
し
た
日
本
語
に
お
け
る
引
用
・
話
法
研
究
の
特
徴
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
の
他

言
語
の
話
法
研
究
と
比
較
す
る
上
で
有
益
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

三
・
一　

曖
昧
さ
を
含
ん
だ
「
引
用
構
造
」
の
分
析

　

藤
田
（
二
〇
〇
〇
）
が
高
く
評
価
す
る
奥
津
（
一
九
九
六
）
は
、
次
の
よ
う
な
曖
昧
さ
を
含
ん
だ
文
（
以
下
、「
曖
昧
文
」
と
呼
ぶ
）

を
考
察
対
象
に
取
り
上
げ
て
い
る
（
こ
こ
で
の
傍
線
は
奥
津
に
よ
る
）。

　
　

ア
ナ
タ　

ハ　

私　

ニ　

私　

ハ　

ア
ナ
タ　

ヲ　

憎
ン
デ
イ
ル　

ト　

言
ッ
タ　
（
奥
津　

一
九
九
六
：
二
〇
九
）

こ
の
「
引
用
構
造
」（
こ
れ
は
引
用
文
を
含
む
構
造
の
こ
と
、
奥
津
一
九
九
六
：
二
一
〇
参
照
）
に
つ
い
て
奥
津
は
「
下
線
の
部
分
（
原
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文
横
書
き
の
た
め
傍
線
部
を
意
味
す
る
、湯
淺
注
）
の
意
味
は
曖
昧
で
あ
り
、直
接
の
引
用
で
あ
る
か
、間
接
の
引
用
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、

憎
ん
で
い
る
者
と
憎
ま
れ
て
い
る
者
と
は
全
く
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
」（
奥
津
、
同
上
）
と
述
べ
る
。（
４
）

こ
の
よ
う
な
話
法
の
解
釈
が
二

様
に
可
能
な
曖
昧
文
は
、
藤
田
で
も
「
山
崎
氏
は
、
私
が
正
し
い
と
言
っ
た
。」（
藤
田 

二
〇
〇
〇
：
一
四
八
）
や
「
田
村
氏
は
、
私
が
真

犯
人
だ
と
言
っ
た
。」（
藤
田 

二
〇
一
四
：
一
〇
三
）
な
ど
し
ば
し
ば
議
論
の
俎
上
に
上
る
。
だ
が
（
あ
と
の
第
六
章
で
述
べ
る
よ
う
に
現

実
の
会
話
場
面
は
別
と
し
て
）少
な
く
と
も
書
き
言
葉
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
曖
昧
文
が
使
わ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
奥
津（
一
九
九
六
：

二
三
四
）
は
自
ら
の
一
九
七
〇
年
の
論
文
に
つ
い
て
「
初
期
の
生
成
文
法
に
よ
っ
て
、
日
本
語
に
も
直
接
引
用
と
間
接
引
用
と
が
あ
り
、

そ
の
関
係
を
変
形
規
則
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
試
み
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
「
変
形
生
成
文
法
」
の
発
案

者
で
あ
る
チ
ョ
ム
ス
キ
ー(N

. Chom
sky)

が
な
ぜ
こ
う
し
た
曖
昧
文
を
持
ち
出
し
た
の
か
を
ま
ず
確
認
し
、
日
本
語
の
引
用
・
話
法
研

究
に
お
け
る
曖
昧
文
の
持
つ
意
味
を
検
討
し
て
み
た
い
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
「
変
形
生
成
文
法
」
で
ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
界
に
衝
撃
を
与

え
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
くSyntactic Structures （
一
九
五
七
）
に
よ
る
（
本
稿
で
は
最
近
新
た
に
翻
訳
さ
れ
た
岩
波
文
庫
版
『
統

辞
構
造
論
』
二
〇
一
四
に
て
引
用
）。
そ
こ
か
ら
取
っ
た
次
の
（
１
）
と
（
２
）
の
例
を
ま
ず
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
１
）Colorless green ideas sleep furiously.　

　
　
　
　
（
色
の
な
い
緑
の
観
念
が
猛
然
と
眠
る
）　　
（
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
二
〇
一
四
：
一
五
）

　
（
２
）John found the boy studying in the library. （
同
：
一
二
九
）

　

こ
こ
に
挙
げ
た
（
１
）
は
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
「
無
意
味(nonsensical)

」
だ
が
「
文
法
的(gram

m
atical)

」
で
あ
る
と
見
做
し
た
有

名
な
例
文
で
（Chom

sky 

一
九
七
八
：
一
五
も
参
照
）、
単
語
の
品
詞
に
即
し
た
統
語
的
連
鎖
が
「
文
法
的
」
か
否
か
を
決
定
し
、
意
味

は
そ
れ
に
は
関
与
し
な
い
と
す
る
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
見
解
を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
上
述
の
（
２
）
の
文
は
、
次
の
（
３
）（
４
）

と
い
う
二
つ
の
受
動
文
に
変
換
可
能
と
さ
れ
る
。
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（
３
）the boy studying in the library w

as found (by John)  (

チ
ョ
ム
ス
キ
ー
二
〇
一
四
：
一
三
〇
）

　
（
４
）the boy w

as found studying in the library (by John) （
同
）

先
の
（
２
）
の
文
の
基
底
に
は
「
名
詞
句
―
動
詞
―
名
詞
句
」
と
い
う
統
語
的
連
鎖
（
こ
れ
は
（
３
）
の
受
動
文
に
変
換
可
能
）
と
「
名

詞
句
―
動
詞
＋
補
語
―
名
詞
句
」
と
い
う
統
語
的
連
鎖
（
こ
れ
は
（
４
）
の
受
動
文
に
変
換
可
能
）
と
い
う
二
つ
の
構
造
が
潜
在
し
て
い

る
た
め
、
上
記
二
種
の
受
動
文
に
変
換
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
が
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
説
明
で
あ
る
（
同
：
一
二
一
及
び
一
三
〇
以
下
参
照
）。

見
方
を
変
え
れ
ば
（
２
）
の
よ
う
な
曖
昧
文
は
い
わ
ば
文
法
的
操
作
・
説
明
の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
で
あ
り
、
現
実
世
界
で
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
考
慮
外
に
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
に
と
っ
て
文
が
「
文
法
的
」
か
ど
う

か
は
文
の
有
意
味
性
と
は
直
接
関
係
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
生
成
文
法
に
依
拠
し
た（
奥
津
の
用
語
で
言
え
ば
）「
引
用
構
造
」

を
成
す
曖
昧
文
は
、
少
な
く
と
も
書
き
言
葉
に
お
い
て
は
読
み
手
の
混
乱
を
生
む
だ
け
で
あ
り
、
現
実
の
文
法
現
象
の
説
明
の
道
具
立
て

と
し
て
は
不
適
で
あ
ろ
う
。
実
際
曖
昧
文
か
ら
「
曖
昧
さ
」
を
取
り
除
い
た
と
見
做
せ
る
表
現
が
、
現
実
の
言
語
活
動
に
は
存
在
す
る
。

例
え
ば
『
坊
ち
ゃ
ん
』
第
一
章
の
次
の
下
線
部
の
表
現
は
参
考
に
な
る
。

　
　

そ
う
し
た
ら
例
の
兄
が
お
れ
を
親
不
幸
だ
、
お
れ
の
た
め
に
、
お
っ
か
さ
ん
が
早
く
死
ん
だ
ん
だ
と
い
っ
た
。（
九
）

こ
の
言
い
方
を
前
述
の
藤
田
の
曖
昧
文
に
適
用
し
て
、「
山
崎
氏
は
、
私
の
こ
と
を
正
し
い
と
言
っ
た
。」「
田
村
氏
は
、
私
の
こ
と
を
真

犯
人
だ
と
言
っ
た
。」
と
言
い
換
え
れ
ば
（
因
み
に
「
私
を
」
と
す
る
よ
り
「
私
の
こ
と
を
」
と
す
る
方
が
日
本
語
と
し
て
は
よ
り
自
然

で
あ
ろ
う
）、
確
実
に
「
私
」
＝
「
全
文
の
話
し
手
（
又
は
書
き
手
）」
の
解
釈
、
つ
ま
り
間
接
話
法
の
読
み
と
な
る
（
こ
の
表
現
形
式
に

つ
い
て
は
あ
と
の
四
・
一
で
詳
述
）。
な
お
『
坊
ち
ゃ
ん
』
に
お
い
て
も
、
鉤
括
弧
を
用
い
な
い
「
引
用
構
造
」（
奥
津 

一
九
九
三
）
で
は

圧
倒
的
に
直
接
話
法
の
読
み
が
多
い
た
め
、「
山
崎
氏
は
、
私
が
正
し
い
と
言
っ
た
。」
や
「
田
村
氏
は
、
私
が
真
犯
人
だ
と
言
っ
た
。」

が
仮
に
書
き
言
葉
の
中
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
直
接
話
法
で
「
無
標
的(unm

arked)

」
で
あ
る
と
見
做
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
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と
筆
者
は
考
え
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
あ
と
の
第
五
章
を
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
奥
津
に
端
を
発
し
た
「
引
用
構
造
」

を
成
す
「
曖
昧
文
」
の
議
論
は
、
少
な
く
と
も
小
説
な
ど
の
話
法
の
使
用
実
態
か
ら
は
幾
分
外
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

三
・
二　

通
時
的
観
点
か
ら
の
表
現
過
程
の
重
視

　

ド
イ
ツ
語
な
ど
に
お
け
る
「
直
接
話
法
」
か
「
間
接
話
法
」
の
問
題
は
基
本
的
に
文
体
上
の
共
時
的
選
択
の
問
題
に
帰
す
る
た
め
、
そ

こ
で
は
せ
い
ぜ
い
直
接
話
法
の
人
称
や
動
詞
の
「
法(M

odus)

」・「
時
制(T

em
pus)

」、
あ
る
い
は
「
明
日
」「
今
日
」「
昨
日
」
と
い
っ

た
直
示
的(deiktisch)
な
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
要
素
（
三
上
の
「
境
遇
性
を
持
つ
単
語
」）
が
間
接
話
法
で
ど
の
よ
う
に
変
換
さ

れ
る
か
が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
日
本
語
の
引
用
・
話
法
研
究
で
は
藤
田
（
二
〇
一
四
）
を
概
観
す
る
限
り
、
最
初
の
時

点
の
発
話
（
以
下
で
は
こ
れ
を
「
原
発
話
」、
そ
の
話
者
を
「
原
発
話
者
」
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ぶ
）
が
そ
の
の
ち
別
の
文
・
発
話
に
引
用
・

再
現
さ
れ
た
場
合
、
新
た
な
時
点
で
原
発
話
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、
乃
至
は
し
て
い
な
い
か
が
分
析
対
象
と
な
り
、

ま
た
再
現
さ
れ
た
「
話
法
」
自
体
の
種
別
や
種
別
毎
の
概
念
規
定
が
議
論
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
時
間
軸
を
「
話

法
」
の
問
題
に
持
ち
込
む
分
析
の
典
型
が
藤
田
（
二
〇
〇
〇
）
の
「
話
し
手
投
写
」
と
言
え
る
。
こ
こ
で
の
「
話
し
手
投
写
」
は
、「
引

用
さ
れ
た
コ
ト
バ
が
話
し
手
と
い
う
解
釈
者
を
通
し
て
再
現
・
提
示
さ
れ
る
」
と
い
う
「
表
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
指
し
（
藤
田　

二
〇
〇
〇
：
一
五
七
）、
そ
こ
で
は
二
様
の
「
投
写
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
橋
本
と
い
う
人
が
米
谷
と
い
う
人
に
「
オ

イ
、
米
谷
、
電
気
消
し
て
く
れ
」
と
現
実
に
言
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
を
聞
い
た
別
の
人
が
米
谷
さ
ん
に
「
橋
本
が
『
ラ
イ
ト
消
せ
』
と
言
っ

て
る
ぞ
」
と
発
言
し
た
場
合
の
傍
線
部
は
「
意
味
的
変
容
」、「
橋
本
が
『
電
気
消
し
て
く
れ
』
と
言
っ
て
る
ぞ
」
と
発
言
し
た
場
合
の
傍

線
部
は
「
忠
実
再
現
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
藤
田 

二
〇
〇
〇
：一
五
九
）。
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
は
引
用
符
で
囲
ま
れ
た
直
接
話
法
の

部
分
は
、
藤
田
の
「
忠
実
再
現
」
が
前
提
で
あ
り
（
例
え
ば
書
き
言
葉
の
読
み
手
が
直
接
話
法
を
持
つ
引
用
構
文
に
接
し
た
場
合
、
読
み
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手
は
原
発
話
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
手
立
て
を
基
本
持
た
な
い
）、
原
発
話
が
「
話
法
」
化
さ
れ
る
時
点

で
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
と
い
う
通
時
的
観
点
に
立
っ
た
問
題
設
定
自
体
が
、
か
な
り
日
本
語
の
引
用
・
話
法
研
究
に
特
徴
的
な
も
の
と

言
え
る
。
た
だ
ド
イ
ツ
語
で
も
、間
接
話
法
の
場
合
に
は「
原
発
話
」が
変
容
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。『
ド
ゥ
ー
デ
ン
文
法
』（
二
〇
〇
九
：

五
二
八
）
で
も
、「
間
接
話
法
は
原
文
へ
の
忠
実
性(W

ortw
örtlichkeit)

を
決
し
て
要
求
し
な
い
し
、『
原
発
話(O

riginaläußerung)

』

―
―
そ
れ
が
仮
に
存
在
す
る
な
ら
ば
―
―
と
の
関
係
で
純
粋
な
内
容
再
現(Inhaltsw

iedergabe)

と
し
て
は
正
確
で
な
く(ungenau)

か

つ
ひ
ど
く
短
縮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
言
う
。（５
）「
間
接
話
法
」
の
場
合
、主
文
の
発
話
動
詞
と
「
発
話
部
分
」
つ
ま
り
は
「
目

的
語
文(O

bjektsatz)

」
と
の
結
合
価
的
結
び
付
き
が
強
固
で
、「
目
的
語
文
」
と
い
う
構
文
上
の
制
約
が
原
発
話
の
変
容
を
要
求
し
て
い

る
側
面
が
あ
ろ
う
。
日
本
語
で
は
藤
田
以
外
に
も
、
引
用
句
を
文
全
体
の
話
者
の
「
創
造
」
と
見
做
す
鎌
田
（
二
〇
〇
〇
）（「
引
用
句
創

造
説
」
と
称
さ
れ
る
）
も
、
引
用
句
を
「
イ
コ
ン
（
類
似
記
号
・
類
像
）」
と
す
る
藤
田
（
二
〇
〇
〇
：
四
七
）
と
は
基
本
的
立
場
を
大

き
く
違
え
な
が
ら
も
、
原
発
話
の
時
点
か
ら
引
用
構
造
を
持
つ
文
の
発
話
時
点
へ
と
至
る
通
時
的
な
観
点
に
立
っ
て
「
原
発
話
」
表
現
と

引
用
句
表
現
の
比
較
対
照
を
行
な
う
と
い
う
意
味
で
は
、
藤
田
と
あ
る
意
味
共
通
性
を
持
つ
。
ま
た
原
発
話
の
時
点
と
引
用
時
点
の
表
現

の
位
相
を
「
場
の
二
重
性
」
と
い
う
用
語
で
表
現
し
た
砂
川
（
一
九
八
八
）
は
、「
・
・
・
と
言
う
」
タ
イ
プ
の
引
用
構
造
を
、「
原
発
話
」

の
発
言
の
場
が
「
引
用
構
造
」
の
文
の
発
言
の
場
に
取
り
込
ま
れ
る
「
入
れ
子
型
の
二
重
構
造
」
と
見
做
し
て
い
る
。
こ
れ
も
原
発
話
の
、

以
後
の
時
点
で
の
「
話
法
」
へ
の
取
り
込
み
と
い
う
意
味
で
は
、時
間
軸
を
前
提
と
し
た
話
法
解
釈
と
言
え
る
。
さ
ら
に
「
引
用
」
を
「
完

全
直
接
話
法
」、「
一
般
直
接
話
法
」、「
修
正
直
接
話
法
」、「
一
般
間
接
話
法
」、「
拡
大
間
接
話
法
」
に
下
位
分
類
し
た
遠
藤
（
一
九
八
二
）

も
、「
直
接
話
法
」・「
間
接
話
法
」
の
大
枠
は
別
と
し
て
、
基
本
的
に
原
発
話
か
ら
見
て
「
引
用
文
」
が
ど
の
程
度
忠
実
か
と
い
っ
た
通

時
的
に
見
た
「
間
接
化
」
の
程
度
を
基
準
と
す
る
。
こ
れ
も
時
間
的
隔
た
り
を
前
提
と
し
た
二
つ
の
表
現
の
比
較
分
析
と
見
做
せ
る
。
こ

こ
ま
で
見
て
く
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
語
の
引
用
・
話
法
分
析
の
背
後
に
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
（F. d. Saussure

）（
一
九
一
六
）
の
、
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「
聴
覚
イ
メ
ー
ジ(im

age acoustique)

」
と
「
概
念(concept)

」
か
ら
成
る
「
言
語
記
号(signe)

」
を
「
言
語
構
成
説
」
と
批
判
し
、「
言

語
主
体
」
に
よ
る
表
現
過
程
を
言
語
の
本
質
と
見
做
し
た
時
枝
誠
記
（
一
九
四
一
）
の
言
語
観
、い
わ
ゆ
る
「
言
語
過
程
説
」
―
―
「
過
程
」

と
言
う
用
語
で
も
分
か
る
よ
う
に
言
語
の
産
出
に
時
間
軸
が
関
わ
る
―
―
と
同
様
の
見
方
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
小
林
訳　

一
九
七
三
：
九
五
以
下
及
び
一
五
八
以
下
参
照
、
ま
た
時
枝 

一
九
七
九
：
八
四
以
下
参
照
）。
た
だ
「
話
し
手
投
写
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
時
間
軸
に
沿
っ
た
分
析
が
可
能
な
の
は
、
日
本
語
に
お
け
る
引
用
・
話
法
研
究
が
虚
構
的
な
小
説
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
書
き
言
葉
よ
り

も
、
日
常
的
現
実
的
な
話
し
言
葉
の
分
析
に
重
点
を
置
い
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
も
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

四　

日
本
語
の
「
間
接
話
法
」
を
規
定
す
る
特
徴

　

本
稿
は
、
小
説
に
お
い
て
「
語
り
手
」
が
「
直
接
話
法
」
を
選
ん
で
い
る
の
か
、「
間
接
話
法
」
を
選
ん
で
い
る
の
か
と
い
っ
た
「
選

択
」
の
問
題
に
考
察
の
焦
点
を
当
て
る
。
以
下
で
は
日
本
語
に
お
け
る
「
間
接
話
法
」
の
存
在
を
一
旦
仮
定
し
た
上
で
、漱
石
の
『
坊
ち
ゃ

ん
』
を
例
に
と
り
、
語
り
手
の
「
お
れ
」
が
選
択
す
る
「
間
接
話
法
」
の
基
準
・
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
。
確
か
に
藤
田
（
二
〇
〇
〇
：

一
四
七
以
下
）
の
よ
う
に
、
日
本
語
に
お
い
て
「
形
の
上
で
の
区
別
の
指
標
は
な
く
と
も
、
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
別
と
い
う
べ
き
言

語
事
実
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
が
て
気
づ
か
れ
、
今
日
で
は
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ

る
が
、
日
本
語
に
お
け
る
「
間
接
話
法
」
を
い
か
に
規
定
す
る
の
か
と
い
っ
た
根
本
問
題
は
な
お
存
在
し
続
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
従
来
の
説
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
三
上
（
一
九
七
二
）
の
挙
げ
る
、「
間
接
話
法
」
の
「
直
接
話
法
」
か
ら
見
た
主
要
な
変

更
点
を
以
下
に
要
約
し
て
み
る
。「
一
、
ム
ウ
ド
不
変
の
原
則　

二
、
境
遇
性
の
あ
る
単
語
は
外
国
語
同
様
に
変
更
す
る
。
三
、
簡
潔
性

の
要
求
か
ら
丁
寧
体
を
普
通
体
に
下
げ
る
。
装
飾
的
な
間
投
助
詞
や
終
助
詞
の
類
は
す
べ
て
は
ぶ
く
。
疑
問
文
の
「
カ
」
だ
け
は
残
す
、

な
い
し
は
積
極
的
に
入
れ
足
す
」（
三
上 

一
九
七
二
：
三
三
四
参
照
）。
こ
の
内
の
三
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
「
間
接
話
法
」
の
定
義
、
つ
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ま
り
は
語
り
手
の
「
今
・
こ
こ
」
を
起
点
と
す
る
「
統
語
的
意
味
的
一
貫
性
」
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、（
一
般
論
的
に
「
普
通
体
」
と
い

う
の
で
は
な
く
）
発
話
動
詞
と
同
じ
「
語
り
手
」（『
坊
ち
ゃ
ん
』
で
あ
れ
ば
「
お
れ
」）
の
「
文
体
・
口
調
」
に
「
引
用
構
造
」
全
体
が

統
一
さ
れ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
間
投
助
詞
」
や
「
終
助
詞
」
の
類
は
、
文
構
造
の
上
か
ら
見
れ
ば
一
般
に
は
文
の
一
番
外

側
（
つ
ま
り
「
文
」
の
先
頭
部
や
末
尾
部
分
）
に
位
置
す
る
要
素
で
、
南
（
一
九
九
三
）
の
「
表
出
段
階
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
同
様

の
位
置
付
け
を
持
つ
「
伊
藤
さ
ん
！
」
と
い
っ
た
「
呼
び
か
け
」
や
「
ソ
ラ
！
」「
ホ
ラ
！
」
と
い
っ
た
「
注
意
喚
起
」、「
サ
ア
！
」
と

い
っ
た
「
す
す
め
」、
あ
る
い
は
「
ヤ
ッ
タ
ア
」「
ア
ッ
チ
ッ
チ
」
等
の
感
情
・
感
覚
表
現
、「
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
」
と
い
っ
た
掛
け
声
等
も

「
間
接
話
法
」
で
は
削
除
の
対
象
に
な
る
だ
ろ
う
（
南 

一
九
九
三
：
六
六
以
下
、
及
び
二
二
七
参
照
）。
な
お
小
説
の
語
り
に
お
い
て
は
、

仮
に
「
間
接
話
法
」
が
選
択
さ
れ
れ
ば
「
直
接
話
法
」
は
顕
在
化
せ
ず
、
逆
も
ま
た
同
様
で
あ
る
（
た
だ
後
述
の
四
・
六
の
（
４
）
に
見

る
よ
う
に
、
間
接
話
法
・
直
接
話
法
が
折
衷
混
合
さ
れ
た
よ
う
な
形
式
も
皆
無
と
は
言
え
な
い
）。
よ
っ
て
「
間
接
話
法
」
と
考
え
ら
れ

る
例
文
の
提
示
の
際
に
は
、
筆
者
の
想
定
す
る
「
直
接
話
法
」
を
適
宜
付
記
し
て
お
く
。
以
下
、
三
上
と
の
重
複
も
厭
わ
ず
「
直
接
話
法
」

か
ら
見
た
「
間
接
話
法
」
の
条
件
を
列
挙
す
る
。

　
　

四
・
一　

人
称
代
名
詞
（
境
遇
性
を
持
つ
単
語
）
の
変
更

　

先
の
三
つ
の
「
間
接
話
法
」
へ
の
変
更
規
則
の
内
、
一
の
「
ム
ウ
ド
不
変
の
原
則
」
や
三
の
「
簡
潔
性
」
へ
の
文
体
的
指
向
性
の
規
則

が
該
当
し
た
と
し
て
も
依
然
「
直
接
話
法
」
の
可
能
性
は
残
る
た
め
、三
上
は
「
二
の
代
名
詞
変
更
だ
け
が
間
接
話
法
を
特
徴
づ
け
る
条
件
」

と
も
述
べ
て
い
る
（
三
上 

一
九
七
二
：
三
三
七
）。
こ
れ
に
相
当
す
る
「
間
接
話
法
」
の
例
を
『
坊
ち
ゃ
ん
』
か
ら
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、

原
発
話
に
お
け
る
三
人
称
が
間
接
話
法
で
境
遇
性
を
持
つ
人
称
（
一
・
二
人
称
）
へ
変
換
さ
れ
る
場
合
も
含
め
て
考
え
る
（
発
話
者
に
関

す
る
注
記
は
湯
淺
に
よ
る
。
以
下
同
様
）。
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（
１
）
そ
う
し
た
ら
例
の
兄
が
お
れ
を
親
不
幸
だ
、お
れ
の
た
め
に
、お
っ
か
さ
ん
が
早
く
死
ん
だ
ん
だ
と
い
っ
た
。（
九
、既
出
）[

（
直

話
）
そ
う
し
た
ら
例
の
兄
が
、「
御
前
は
親
不
幸
だ
、
御
前
の
た
め
に
、
お
っ
か
さ
ん
が
早
く
死
ん
だ
ん
だ
」
と
い
っ
た
。]

（
２
）
お
や
じ
が
お
れ
を
勘
当
す
る
と
言
い
出
し
た
。（
一
〇
）[

（
直
話
）
お
や
じ
が
「
御
前
を
勘
当
す
る
」
と
言
い
出
し
た
。]

（
３
）（
山
嵐
）「（
略
）、
昨
日
、
あ
す
こ
の
亭
主
が
来
て
君
に
出
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
か
ら
、
そ
の
訳
を
聞
い
た
ら
亭
主
の
い
う
の

も
尤
も
だ
。（
略
）」（
六
二
）[

（
直
話
）
昨
日
、
あ
す
こ
の
亭
主
が
来
て
、「
下
宿
人
に
出
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
か
ら]

（
４
）（
坊
ち
ゃ
ん
）「
さ
っ
き
僕
の
月
給
を
あ
げ
て
や
る
と
い
う
御
話
で
し
た
が
、（
略
）」（
九
七
）[

直
接
話
法
は
先
行
文
脈
と
の
関

連
で
こ
こ
で
は
想
定
し
な
い
で
お
く
。
理
由
は
あ
と
の
本
文
参
照]

（
５
）
山
嵐
が
突
然
、君
先せ
ん

達だ
つ
ては
い
か
銀
が
来
て
、君
が
乱
暴
し
て
困
る
か
ら
、ど
う
か
出
る
よ
う
に
話
し
て
く
れ
と
頼
ん
だ
か
ら
、（
略
）

（
一
〇
一
）［（
直
話
）山
嵐
が
突
然
、君
先
達
は
い
か
銀
が
来
て
、「
下
宿
人
が
乱
暴
し
て
困
る
か
ら
、ど
う
か
出
る
よ
う
に
話
し
て
く
れ
」

と
頼
ん
だ
か
ら
］

な
お
（
１
）
の
間
接
話
法
に
使
わ
れ
て
い
る
構
文
「
…
が
―
を
～
と
言
う
」
は
三
・
一
で
も
触
れ
た
も
の
だ
が
、
藤
田
（
二
〇
〇
〇
）
に

お
い
て
は「
ネ
ク
サ
ス
・
パ
タ
ン
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
藤
田（
二
〇
〇
〇
：
一
一
一
）の
説
明
を
借
り
れ
ば
、こ
の
構
文
は「
ヲ
格
と『
～
ト
』

の
並
び
の
形
が
、
一
定
の
統
合
的
な
意
味
づ
け
を
付
与
さ
れ
た
一
つ
の
構
造
パ
タ
ン
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
発

話
動
詞「
話
す
」の
持
つ
一
つ
の
結
合
価
の
型
に
即
し
た
構
造
と
言
え
る
。
こ
の
構
文
は
上
述（
三
・
一
参
照
）し
た
よ
う
に
、あ
る
種
の「
曖

昧
文
」
の
解
消
に
は
有
効
で
あ
る
。
例
え
ば
間
接
話
法
と
し
て
の
、「
田
村
氏
は
、（
ア
）
自
分
の
こ
と
を\

（
イ
）
私
の
こ
と
を
真
犯
人

だ
と
言
っ
た
。」（（
ア
）
田
村
氏
＝
真
犯
人
、（
イ
）
全
文
の
話
し
手
＝
真
犯
人
）（
藤
田 

二
〇
一
四
：
一
〇
三
参
照
）。
ま
た
（
四
）
の
「
僕

の
月
給
を
あ
げ
て
や
る
」
と
い
う
話
法
は
、
当
該
箇
所
の
先
行
文
脈
の
叙
述
か
ら
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
赤
シ
ャ
ツ
の
発
言
内
容
の
要

約
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
、「
原
発
話
全
体
の
要
約
」
と
し
て
の
間
接
話
法
の
タ
イ
プ
（
後
述
の
四
・
五
参
照
）
で
も
あ
る
。
よ
っ
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て
間
接
話
法
に
対
応
す
る
直
接
話
法
は
想
定
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

　
　

四
・
二　

地
の
文
の
語
り
手
と
同
じ
「
文
体
・
口
調
」
へ
の
変
更

　

こ
れ
は
人
称
代
名
詞
な
ど
の
境
遇
性
を
持
つ
語
の
変
更
に
比
べ
る
と
、「
間
接
話
法
」
か
ど
う
か
の
判
断
の
基
準
と
し
て
は
や
や
明
確

さ
に
欠
け
る
点
が
あ
る
。
前
述
の
三
上
の
基
準
で
言
え
ば
、
三
の
「
丁
寧
体
を
普
通
体
に
下
げ
る
」
文
体
上
の
問
題
に
対
応
す
る
。
三
上

の
場
合
、「
文
章
全
体
の
話
し
手
（
書
き
手
）
の
文
体
＝
普
通
体
」
と
考
え
て
い
る
が
、
小
説
の
場
合
は
発
話
部
分
が
（
背
景
と
な
る
）

地
の
文
の
「
語
り
手
」
の
文
体
・
口
調
に
統
一
さ
れ
て
い
る
か
が
「
間
接
話
法
」
の
基
準
と
な
る
。
以
下
、
具
体
例
を
挙
げ
て
み
る
。

（
１
）
清
は
お
れ
を
前
に
置
い
て
、
色
々
お
れ
の
自
慢
を
甥
に
聞
か
せ
た
。
今
に
学
校
を
卒
業
す
る
と
麹
町
辺
へ
屋
敷
を
買
っ
て
役
所

に
通
う
の
だ
な
ど
と
吹
聴
し
た
事
も
あ
る
。（
一
六
）[

（
直
話
）「
今
に
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
、
麹
町
辺
へ
屋
敷
を
御
買
い
に
な
っ

て
役
所
に
通
わ
れ
る
の
で
す
」
な
ど
と
吹
聴
し
た
事
も
あ
る
。]

（
２
）（
山
嵐
）「（
略
）、
と
に
か
く
向
う
じ
ゃ
、
君
に
困
っ
て
る
ん
だ
。
下
宿
料
の
十
円
や
十
五
円
は
懸
物
を
一
幅
売
り
ゃ
、
す
ぐ
浮

い
て
く
る
っ
て
い
っ
て
た
ぜ
」（
六
十
三
）[

（
直
話
）「
と
に
か
く
向
う
じ
ゃ
、
君
に
困
っ
て
る
ん
だ
。『
下
宿
料
の
十
円
や
十
五
円

は
懸
物
を
一
幅
売
れ
ば
、
す
ぐ
浮
い
て
来
ま
す
』
っ
て
い
っ
て
た
ぜ]

　

三
上
（
一
九
七
二
：
三
三
二
）
は
尊
敬
語
と
な
る
べ
き
発
話
部
分
が
普
通
体
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
間
接
話
法
」（
三
上
は
同

書
で
「
折
衷
話
法
」
と
も
「
間
接
折
衷
話
法
」
と
も
言
っ
て
い
る
）
の
証
拠
と
見
て
い
る
が
、
こ
こ
の
（
１
）
で
は
「
原
発
話
者
」
の
清

の
言
葉
使
い
か
ら
「
語
り
手
」
で
あ
る
江
戸
っ
子
の
「
お
れ
」
の
「
文
体
・
口
調
」
に
、（
２
）
で
は
原
発
話
者
の
下
宿
屋
「
い
か
銀
」

か
ら
当
該
引
用
文
を
含
ん
だ
全
体
の
発
話
者
山
嵐
の
「
文
体
・
口
調
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
間
接
話
法
」
の
手
掛

か
り
と
し
た
。
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四
・
三　

発
話
動
詞
と
の
結
合
価
的
統
語
関
係

　
「
間
接
話
法
」
は
、
発
話
動
詞
と
の
緊
密
な
結
合
価
的
統
語
関
係
を
そ
の
徴
候
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
例
え
ば
、
前
述

の
四
・
一
の
最
後
に
述
べ
た
「
―
を
～
と
言
う
」
と
い
っ
た
藤
田
の
「
ネ
ク
サ
ス
・
パ
タ
ン
」
の
よ
う
な
構
文
）。
こ
こ
で
は
『
坊
ち
ゃ
ん
』

で
も
比
較
的
多
い
命
令
表
現
を
例
と
し
て
、
発
話
動
詞
と
の
結
合
価
的
統
語
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
以
下
が
間
接
話
法
と
考
え

る
例
で
あ
る
。

（
１
）
向
で
部
屋
へ
持
っ
て
来
て
御
小
遣
が
な
く
て
御
困
り
で
し
ょ
う
、
御
使
い
な
さ
い
と
い
っ
て
呉
れ
た
ん
だ
。
お
れ
は
無
論
入い

ら

な
い
と
い
っ
た
が
、
是
非
使
え
と
い
う
か
ら
、
借
り
て
置
い
た
。（
一
一
）[

（
直
話
）「
是
非
御
使
い
な
さ
い
」
と
い
う
か
ら
、
借
り

て
置
い
た
。]

（
２
）
こ
ん
な
部
屋
は
い
や
だ
と
い
っ
た
ら
生
憎
み
ん
な
塞
が
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
と
い
い
な
が
ら
革
鞄
を
抛ほ
う

り
出
し
た
ま
ま
出
て
行
っ

た
。（
中
略
）
や
が
て
湯
に
入
れ
と
い
う
か
ら
、
ざ
ぶ
り
と
飛
び
込
ん
で
、
す
ぐ
上
が
っ
た
。（
一
九
）[

（
直
話
）
や
が
て
「
お
湯
に

お
入
り
下
さ
い
」
と
い
う
か
ら
、
ざ
ぶ
り
と
飛
び
込
ん
で
、
す
ぐ
上
が
っ
た
。]

（
３
）（
山
嵐
）「
な
ぜ
置
い
た
か
、
僕
は
知
ら
ん
、
置
く
事
は
置
い
た
ん
だ
が
、
い
や
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、
出
ろ
と
い
う
ん
だ
ろ
う
。

君
出
て
や
れ
」（
六
三
）[

（
直
話
）「（
略
）
い
や
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、「
出
て
下
さ
い
」
と
い
う
ん
だ
ろ
う
。
君
出
て
や
れ
」

　

こ
こ
で
前
節
と
の
関
連
に
少
し
触
れ
れ
ば
、間
接
話
法
と
し
て
い
る
命
令
箇
所
（
傍
線
部
分
）
は
、明
ら
か
に
原
発
話
者
（
順
に
「
清
」「
宿

屋
の
山
城
屋
の
使
用
人
」「
下
宿
屋
の
い
か
銀
」）
の
口
調
と
は
異
な
り
、
語
り
手
の
「
お
れ
」
や
文
全
体
の
発
話
者
で
あ
る
山
嵐
の
口
調

に
変
化
し
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
例
は
、「
文
体
・
口
調
」
の
全
文
で
の
統
一
と
い
う
基
準
に
も
合
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た

命
令
表
現
の
例
は
、「
要
求
・
要
請
」
を
表
わ
す
名
詞
に
接
続
す
る
間
接
話
法
の
中
に
も
存
在
す
る
。
以
下
が
そ
の
例
で
、
清
か
ら
の
「
注

文
」
に
関
す
る
「
お
れ
」
の
語
り
。
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（
４
）
今
度
は
も
っ
と
詳
し
く
書
い
て
く
れ
と
の
注
文
だ
か
ら
、な
る
べ
く
念
入
に
認し
た
ため
な
く
っ
ち
ゃ
な
ら
な
い
。（
一
一
七
）[

（
直
話
）

今
度
は
「
も
っ
と
詳
し
く
書
い
て
下
さ
い
」
と
の
注
文
だ
か
ら]

　

こ
こ
で
三
上
（
一
九
七
二
）
の
「
ム
ウ
ド
不
変
の
原
則
」
と
も
関
わ
る
結
合
価
的
統
語
関
係
の
問
題
に
戻
ろ
う
。
要
点
は
、「
命
令
形
」

の
活
用
語
尾
は
不
変
の
ま
ま
、
話
法
部
分
が
発
話
動
詞
乃
至
は
発
話
を
意
味
す
る
名
詞
と
結
合
価
的
統
語
関
係
を
緊
密
に
構
成
し
て
い
る

か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
形
式
化
す
れ
ば(

ａ)

や(

ｂ)

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
な
お
、
結
合
価
が
動
詞
の
み
な
ら
ず
名
詞
に

も
適
用
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
語
に
関
す
るSom

m
erfeldt /Schreiber

（
一
九
八
〇
）
の
『
名
詞
結
合
価
・
分
布

辞
典
』
参
照
。

 （
ａ
）（
命
令
形
）
＋
と
＋
言
う

 （
ｂ
）（
命
令
形
）
＋
と
＋
の
＋
（
要
求
・
要
請
の
発
話
行
為
を
意
味
す
る
名
詞
）

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、（
ａ
）
の
動
詞
は
発
話
行
為
上
中
立
的
な
「
言
う
」
だ
け
で
は
な
く
「
命
令
す
る
」「
要
求
す
る
」「
要
請
す
る
」

「
注
文
す
る
」
等
の
動
詞
も
可
能
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
「
命
令
形
」
の
表
現
が
「
原
発
話
」
を
離
れ
て
、
文
全
体
の
話
し
手
・
語
り

手
の
意
図
に
基
づ
く
表
現
形
式
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
そ
こ
に
は
「
原
発
話
」
か
ら
見
て
省
略
・
要
約
・
翻
案
等
の

様
々
な
簡
潔
化
の
可
能
性
が
存
在
す
る
。
な
お
類
似
の
「
～
す
る
よ
う
に
頼
ん
だ
」
の
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
は
、
三
上
（
一
九
七
二
：

三
三
七
以
下
）
も
「
話
法
の
変
換
以
上
の
別
個
の
表
現
法
」
と
見
做
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
発
話
動
詞
に
前
接
す
る
「
目
的
節
」
の
よ
う

に
捉
え
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。

　
　

四
・
四　

省
略
表
現
の
あ
る
発
話
箇
所
の
場
合

　

小
説
に
お
け
る
「
直
接
話
法
」
の
場
合
、
原
発
話
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
た
め
、
仮
に
引
用
部
分
に
省
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略
表
現
が
あ
れ
ば
、
当
該
発
話
部
分
の
表
現
に
文
全
体
の
「
語
り
手
」
の
意
図
が
介
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
と
し
て
そ
れ
ら
の

話
法
は「
間
接
話
法
」と
認
定
さ
れ
る
。
以
下
が
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
の「
直
接
話
法
」の
併
記
は
、想
定
が
困
難
な
た
め
省
略
。

（
１
）
仕
方
が
な
い
か
ら
、
の
そ
の
そ
出
て
来
て
実
は
こ
れ
こ
れ
だ
と
清
に
話
し
た
と
こ
ろ
が
、（
略
）（
一
一
）

（
２
）
自
分
で
床
の
間
へ
か
け
て
、
い
い
出
来
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
と
い
う
か
ら
、
そ
う
か
な
と
好い
い
か
げ
ん

加
減
に
挨
拶
を
す
る
と
、
崋
山
に

は
二
人
あ
る
、
一
人
は
何
と
か
崋
山
で
、
一
人
は
何
と
か
崋
山
で
す
が
、
こ
の
幅ふ

く

は
そ
の
何
と
か
崋
山
の
方
だ
と
、
く
だ
ら
な
い
講

釈
を
し
た
あ
と
で
、
ど
う
で
す
、
あ
な
た
な
ら
十
五
円
に
し
て
置
き
ま
す
。
御
買
な
さ
い
と
催
促
を
す
る
。（
三
〇
）

　

上
記
の
（
１
）
の
「
こ
れ
こ
れ
」
の
部
分
は
「
お
れ
」
が
蝦
蟇
口
を
便
所
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
事
情
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
り
、（
２
）

の
「
何
と
か
崋
山
」
と
い
う
部
分
は
、
下
宿
屋
の
「
い
か
銀
」
が
「
お
れ
」
に
「
花
鳥
の
掛
物
」
を
売
り
込
も
う
と
し
た
時
言
及
し
た
絵

師
の
名
前
の
省
略
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
当
該
の
原
発
話
に
対
す
る
省
略
行
為
は
、
語
り
手
で
あ
る
「
お
れ
」
の
意
図
に
基
づ
く
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
も
「
間
接
話
法
」
の
一
つ
の
タ
イ
プ
と
な
る
。

　
　

四
・
五　

原
発
話
全
体
の
要
約
と
し
て
の
話
法

　

こ
れ
は
遠
藤
（
一
九
八
二
：
九
四
）
の
言
う
「
拡
大
間
接
話
法
」（「
間
接
話
法
」
の
一
分
類
）
に
相
当
す
る
も
の
で
（
遠
藤
は
他
に
「
一

般
間
接
話
法
」
を
分
類
項
目
と
し
て
挙
げ
る
）、「
要
旨
を
ま
と
め
て
話
法
の
形
に
し
た
も
の
」
と
言
え
る
。
以
下
の
二
例
は
ま
と
め
る
内

容
に
質
的
違
い
が
あ
る
が
、
共
に
こ
の
種
の
「
間
接
話
法
」
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
「
要
約
」
に
字
句
通
り
対
応
す
る
原
発
話
は
存

在
し
な
い
た
め
「
直
接
話
法
」
の
併
記
は
省
略
。

（
１
）
な
る
ほ
ど
狸
が
狸
な
ら
、
赤
シ
ャ
ツ
も
赤
シ
ャ
ツ
だ
。
生
徒
が
あ
ば
れ
る
の
は
、
生
徒
が
わ
る
い
ん
じ
ゃ
な
い
教
師
が
悪
る
い

ん
だ
と
公
言
し
て
い
る
。（
六
八
）
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（
２
）
悉
く
送
別
の
辞
を
述
べ
た
が
、
三
人
と
も
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
う
ら
な
り
君
の
、
良り
よ
う
教
師
で
好
人
物
な
事
を
吹
聴
し
て
、
今

回
去
ら
れ
る
の
は
洵
に
残
念
で
あ
る
、学
校
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、個
人
と
し
て
大
に
惜
し
む
所
で
あ
る
が
、御
一
身
上
の
御
都
合
で
、

切
に
転
任
を
御
希
望
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
致
し
方
が
な
い
と
い
う
意
味
を
述
べ
た
。（
一
〇
六
）

　

最
初
の
（
１
）
の
赤
シ
ャ
ツ
の
傍
線
の
発
言
箇
所
は
、
原
文
の
前
節
で
展
開
さ
れ
た
会
議
場
面
で
の
赤
シ
ャ
ツ
の
発
言
、「
事
件
そ
の

物
を
見
る
と
何
だ
か
生
徒
だ
け
が
わ
る
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
真
相
を
極
め
る
と
責
任
は
か
え
っ
て
学
校
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」

（
六
七
）
を
語
り
手
の
「
お
れ
」
が
簡
潔
に
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
赤
シ
ャ
ツ
が
直
接
傍
線
の
よ
う
に
述
べ
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
２
）
の
方
は
傍
線
の
前
に
「
三
人
と
も
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
」
と
あ
る
よ
う
に
傍
線
箇
所
は
、「
幹
事
」「
狸
」「
赤
シ
ャ
ツ
」
各
人
が

述
べ
た
「
送
別
の
辞
」
の
共
通
部
分
を
「
お
れ
」
が
ま
と
め
た
も
の
で
、
皆
が
同
じ
文
言
（
つ
ま
り
傍
線
箇
所
）
を
述
べ
た
わ
け
で
は
な

い
（
そ
の
こ
と
は
「
…
と
い
う
意
味
を
述
べ
た
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
窺
え
る
）。
こ
の
種
の
話
法
も
、
何
ら
か
の
形
で
存
在
し
た
種
々

の
原
発
話
を
語
り
手
が
加
工
し
た
「
間
接
話
法
」
と
言
え
よ
う
。
な
お
（
一
）
と
同
様
の
要
約
タ
イ
プ
と
し
て
は
、前
述
し
た
（
坊
っ
ち
ゃ

ん
に
よ
る
）
赤
シ
ャ
ツ
の
昇
給
発
言
要
約
の
話
法
（
四
・
一
の
例
（
４
）
参
照
）
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

四
・
六　

仮
想
的
発
話
の
場
合

　

事
前
に
話
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
仮
想
的
発
話
、
つ
ま
り
想
像
上
仮
定
上
の
発
話
の
場
合
も
、
現
実
の
過
去
の
発
話
が
再
現
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
語
り
手
の
「
間
接
話
法
」
と
認
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
が
『
坊
ち
ゃ
ん
』
に
出
現
す
る
そ
う
し
た
仮
想
的
「
間

接
話
法
」
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
原
発
話
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
想
定
さ
れ
る
直
接
話
法
は
併
記
し
な
い
。

（
１
）
お
れ
が
邪
魔
に
な
る
な
ら
、
実
は
こ
れ
こ
れ
だ
、
邪
魔
だ
か
ら
辞
職
し
て
く
れ
と
い
や
、
よ
さ
そ
う
な
も
ん
だ
。（
五
八
）

（
２
）
こ
ん
な
事
を
清
に
か
い
て
や
っ
た
ら
定
め
て
驚
く
事
だ
ろ
う
。
箱
根
の
向む

こ
うだ

か
ら
化
物
が
寄
り
合
っ
て
る
ん
だ
と
い
う
か
も
知
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れ
な
い
。（
八
七
）

（
３
）（
お
れ
）「（
略
）
そ
れ
で
お
れ
の
月
給
を
上
げ
る
な
ん
て
、不
都
合
な
事
が
あ
る
も
の
か
。
上
げ
て
や
る
っ
た
っ
て
、誰
が
上
が
っ

て
遣
る
も
の
か
」（
九
五
以
下
）

（
４
）
し
か
も
大
勢
だ
か
ら
、誰
が
い
う
の
だ
か
分
か
ら
な
い
。
よ
し
分
か
っ
て
も
お
れ
の
事
を
天
麩
羅
と
言
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、

団
子
と
申
し
た
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
は
先
生
が
神
経
衰
弱
だ
か
ら
、
ひ
が
ん
で
、
そ
う
聞
く
ん
だ
位
い
う
に
極
ま
っ
て
る
。

（
一
一
五
）

　

右
の
例
の
内
、（
１
）
の
傍
線
部
は
、お
れ
が
邪
魔
に
な
る
こ
と
を
仮
定
し
た
場
合
の
話
で
あ
り
、「
こ
れ
こ
れ
だ
」
と
い
っ
た
語
り
手
「
お

れ
」
の
意
図
の
反
映
で
あ
る
省
略
表
現
も
含
ま
れ
て
い
る
。（
２
）
は
い
か
銀
に
下
宿
を
追
い
出
さ
れ
た
あ
と
、
野
だ
が
自
分
と
入
れ
替

わ
り
に
下
宿
に
入
っ
て
き
た
こ
と
の
不
可
解
さ
を
清
に
手
紙
で
知
ら
せ
た
な
ら
ば
、
と
い
う
仮
定
を
前
提
と
し
た
話
で
あ
る
。
仮
想
の
手

紙
に
対
す
る
清
の
反
応
（
傍
線
部
）
も
全
く
「
お
れ
」
の
想
像
・
創
作
に
他
な
ら
な
い
。（
３
）
の
例
は
、
先
行
文
脈
内
の
、
転
任
者
が

一
人
出
る
の
で
「
そ
の
俸
給
か
ら
少
し
は
融
通
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
」（
九
二
）
と
い
う
赤
シ
ャ
ツ
の
発
言
を
受
け
て
、赤
シ
ャ
ツ
（
あ

る
い
は
校
長
）
の
「
仮
定
的
言
明
」
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。（
４
）
は
生
徒
た
ち
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
「
天
麩
羅
」
だ
と
か
「
団
子
」

だ
と
か
の
発
言
者
を
確
認
で
き
た
と
し
て
も
、
生
徒
た
ち
は
傍
線
部
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
言
い
訳
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
像
上
の

話
で
あ
る
。「
お
れ
の
事
を
～
と
言
う
／
申
す
」
は
前
述
し
た
藤
田
（
二
〇
〇
〇
）
の
「
ネ
ク
サ
ス
・
パ
タ
ン
」
と
見
做
せ
る
が
、
筆
者

は
こ
れ
を
「
間
接
話
法
」
の
一
つ
の
構
文
形
式
と
考
え
て
い
る
。
他
方
、本
来
の
間
接
話
法
な
ら
ば
「
先
生
が
神
経
衰
弱
だ
か
ら
」
は
、「
お

れ
が
神
経
衰
弱
だ
か
ら
」
と
な
る
べ
き
だ
が
、こ
う
し
た
直
接
話
法
的
な
二
人
称
の
呼
称
（「
先
生
」）
が
（
本
稿
で
規
定
す
る
）「
間
接
話
法
」

の
中
に
依
然
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
十
分
に
あ
り
う
る
。（６
）
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五　
「
間
接
話
法
」
の
特
徴
の
ま
と
め 

― 

有
標
的
話
法
と
し
て
の
「
間
接
話
法
」

　

以
上
日
本
語
に
「
間
接
話
法
」
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、書
き
言
葉
に
お
け
る
間
接
話
法
の
文
法
的
語
用
論
的
特
徴
を
、漱
石
の
『
坊
ち
ゃ

ん
』
を
例
に
用
い
な
が
ら
ま
と
め
て
み
た
。
結
果
と
し
て
、
言
語
事
実
を
十
分
踏
ま
え
た
三
上
（
一
九
七
二
：
三
三
四
）
の
「
直
接
引
用

を
間
接
引
用
に
改
め
る
際
の
規
則
」（「
引
用
」を「
話
法
」に
変
え
て
も
問
題
な
い
）を
基
に
、幾
つ
か
新
し
い
特
徴
を
加
え
る
形
と
な
っ
た
。

三
上
は
、
日
本
語
の
間
接
話
法
が
「
ム
ウ
ド
不
変
」（
つ
ま
り
は
活
用
語
尾
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
）
と
い
う
直
接
話
法
の
特
徴
も
持
つ
た

め
そ
れ
を
「
折
衷
話
法
」
と
も
呼
ん
で
い
る
が
、
本
稿
の
二
で
述
べ
た
「
直
接
話
法
」・「
間
接
話
法
」
の
定
義
に
即
し
て
原
則
「
間
接
話

法
」
と
名
付
け
て
も
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
藤
田
（
二
〇
一
四
：
一
七
二
）
で
は
、「『
日
本
語
に
お
い
て
は
、
直
接
話
法
と
間
接

話
法
と
は
連
続
的
・
段
階
的
で
あ
る
』
と
い
う
言
い
方
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
」、
こ
う
し
た
「
話
法
連
続
観
」
と
い
う
見
方
を
初
め
て
秩

序
立
て
て
論
じ
た
の
が
遠
藤
（
一
九
八
二
）
と
見
て
い
る
。
筆
者
も
「
話
法
」
を
「
あ
り
得
る
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
選
択
の
問
題
」
と
捉
え

る
藤
田
（
二
〇
一
四
：
九
七
）
同
様
、「
直
接
話
法
」・「
間
接
話
法
」
の
二
項
対
立
と
考
え
る
こ
と
は
原
則
的
に
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

た
だ
遠
藤
の
分
類
に
つ
い
て
言
え
ば
表
現
上
の
特
徴
に
基
づ
く
「
分
類
」
で
あ
り
、
話
法
の
「
濃
か
ら
淡
へ
」
と
言
っ
た
連
続
性
を
前
提

と
す
る
「
段
階
」
と
見
做
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
直
接
話
法
」
と
「
間
接
話
法
」
を
二
項
対
立
的
に
見
る
場
合
、
少
な
く
と

も
小
説
な
ど
の
書
き
言
葉
で
は
、「
直
接
話
法
」
は
「
無
標
的(unm

arked)

」、「
間
接
話
法
」
は
「
有
標
的(m

arked)

」
と
考
え
ら
れ
る
。

『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
場
合
、
ま
さ
に
文
体
論
的
に
も
近
代
小
説
成
立
の
初
期
に
該
当
す
る
た
め
か
（
本
稿
注
（
２
）
参
照
）、
鉤
括
弧
な
し
の

直
接
話
法
が
全
編
に
わ
た
り
頻
出
す
る
（
例
え
ば
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
の
引
用
箇
所
参
照
）。
だ
が
実
際
に
は
鉤
括
弧
の
有
る
直
接
話

法
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
比
較
的
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
第
四
章
の
イ
ナ
ゴ
事
件
の
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
第

一
章
に
限
っ
て
で
あ
る
が
、
話
法
に
関
す
る
「
無
標
的
」・「
有
標
的
」
の
区
別
に
つ
い
て
少
し
計
量
的
に
見
て
み
よ
う
。
第
一
章
に
お
け

る
鉤
括
弧
の
有
る
直
接
話
法
、
鉤
括
弧
の
な
い
直
接
話
法
、
鉤
括
弧
の
な
い
間
接
話
法
（
こ
れ
は
上
述
し
た
特
徴
を
判
断
基
準
と
し
た
）、
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さ
ら
に
直
接
話
法
・
間
接
話
法
の
区
別
が
困
難
な
話
法
（
例
え
ば
感
動
詞
・
終
助
詞
が
な
く
と
も
依
然
と
し
て
「
直
接
話
法
」
の
可
能
性

が
残
る
よ
う
な
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
出
現
回
数
を
ま
と
め
る
と
概
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
（
ア
）
鉤
括
弧
有
・
直
接
話
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
九
回

　
　
（
イ
）
鉤
括
弧
無
・
直
接
話
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
一
回

　
　
（
ウ
）
鉤
括
弧
無
・
間
接
話
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
四
回

　
　
（
エ
）
鉤
括
弧
無
・
直
接
話
法
・
間
接
話
法
の
区
別
が
つ
か
な
い
・
・
・
・
・
・
二
回

右
の
（
イ
）
～
（
エ
）
の
鉤
括
弧
の
な
い
話
法
の
場
合
（
本
稿
で
は
発
話
あ
る
い
は
書
記
に
関
わ
る
動
詞
・
名
詞
な
ど
と
接
続
し
た
場
合

に
限
る
）、出
現
回
数
の
上
で
は
直
接
話
法
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
こ
の
傾
向
は
、『
坊
ち
ゃ
ん
』
全
体
を
通
し
て
も
見
て
取
れ
る
。
よ
っ

て
前
述
の
四
で
示
し
た
特
徴
を
有
す
る
間
接
話
法
（
鉤
括
弧
な
し
）
は
鉤
括
弧
の
な
い
直
接
話
法
と
比
較
対
照
し
た
場
合
、数
的
に
目
立
っ

て
少
な
い
た
め
「
有
標
的
」
な
話
法
と
見
做
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

六　
「
話
し
言
葉
」
に
お
け
る
曖
昧
文
に
つ
い
て 
―
「
関
連
性
理
論
」
の
観
点
か
ら

　

こ
こ
ま
で
『
坊
ち
ゃ
ん
』
を
例
に
「
間
接
話
法
」
の
規
定
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
た
め
、現
実
の
「
話
し
言
葉
」
に
お
け
る
引
用
・

話
法
は
考
察
の
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
。
本
節
で
は
引
用
・
話
法
の
議
論
に
お
い
て
「
話
し
言
葉
」
は
「
書
き
言
葉
」
と
基
本
的
に
区

別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、奥
津
（
一
九
七
〇
）
の
曖
昧
文
を
使
っ
て
少
し
説
明
し
た
い
。
奥
津
の
挙
げ
た
曖
昧
文
（
本

稿
三
・
一
参
照
）
を
再
録
し
て
お
く
（
傍
線
は
奥
津
に
よ
る
）。

　
　

ア
ナ
タ　

ハ　

私　

ニ　

私　

ハ　

ア
ナ
タ　

ヲ　

憎
ン
デ
イ
ル　

ト　

言
ッ
タ

　

松
木
（
二
〇
〇
五
：
六
七
以
下
）
は
「
加
藤
君
は
、
僕
が
適
任
だ
と
言
っ
た
。」
の
よ
う
な
文
に
つ
い
て
は
、「
む
し
ろ
文
法
論
の
領
域



40

で
は
な
く
語
用
論
的
に
扱
う
べ
き
も
の
」
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
が
、
通
常
右
の
よ
う
な
文
が
現
実
に
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
小

説
の
地
の
文
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
話
し
手
と
聞
き
手
が
対
面
し
会
話
し
て
い
る
よ
う
な
現
実
の
発
話
状
況
を
想
定
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
種
の
曖
昧
文
が
議
論
の
対
象
と
な
る
場
合
、
い
つ
も
一
人
称
（
話
し
手
）
あ
る
い
は
二
人
称
（
聞
き
手
）
が
文
中

に
出
現
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
ス
ペ
ル
ベ
ル(D

. Sperber)

と
ウ
ィ
ル
ソ
ン(D

. W
ilson)

の
『
関
連
性
理

論
』（
第
二
版
一
九
九
五
、
内
田
他
訳
一
九
九
九
を
使
用
）
―
―
こ
れ
は
話
し
手
側
の
「
含
意(im

plicature)

」
と
聞
き
手
側
の
「
推
論

(inference)

」
に
関
わ
る
語
用
論
の
研
究
書
―
―
を
援
用
し
な
が
ら
説
明
す
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
引
用
構
造
の
文
の
解
釈
に
は
、
聞
き
手

側
の
認
知(cognition)
に
関
わ
る
原
理(principle)

が
ま
ず
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
人
間
の
認
知
は
、
関
連
性

(relevance)

が
最
大
に
な
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
」（
内
田
他
訳
一
九
九
九
：
三
一
八
）と
い
う
原
理
で
あ
る
。さ
ら
に
、「
想
定(assum

ption)

は
、
こ
の
よ
う
な
（
つ
ま
り
そ
の
効
果
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
個
人
に
と
っ
て
は
関
連
性
が
あ
る
よ
う
な
、
湯
淺
注
）
正
の
認
知
効

果(positive cognitive effects)

を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
労
力(effort)

が
小
さ
い
ほ
ど
個
人
に
と
っ
て
関
連
性
が
あ
る
」（
内
田
他
訳

一
九
九
九
：
三
二
五
）
と
い
っ
た
人
間
の
「
関
連
性
」
に
関
わ
る
程
度
条
件
も
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
正
の
認
知
効
果
」
と
は
、

具
体
的
に
言
え
ば
「
知
識
の
増
加(increase in know

ledge)

」（
同
上
）
と
定
義
す
る
こ
と
も
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
関
連
性
理
論
で

言
う
「
想
定
」
は
人
間
が
頭
に
思
い
浮
か
べ
る
知
識
・
情
報
・
思
考
内
容
で
あ
り
、
話
し
手
は
発
話
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
聞
き
手
の
脳
内

に
顕
在
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
（「
関
連
性
理
論
」
の
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
は
今
井
（
二
〇
〇
一
）
も
参
照
）。
こ
こ
で
話
し
手
が
「
ア
ナ

タ
」
や
「
私
」
と
い
っ
た
直
示
的
な
語
を
発
話
す
る
場
合
に
つ
い
て
、「
認
知
」
に
関
わ
る
原
理
と
関
連
性
の
程
度
条
件
の
観
点
か
ら
少

し
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
一
般
に
聞
き
手
の
脳
は
相
手
の
発
話
の
中
に
最
大
の
「
関
連
性
」
を
求
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
う
し
た

状
況
下
で
は
、「
ア
ナ
タ
」「
私
」
と
い
っ
た
直
示
的
語
の
指
示
対
象
が
一
貫
し
て
い
る
間
接
話
法
的
な
解
釈
が
優
勢
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら

話
し
手
の
発
話
内
の
二
人
称
「
ア
ナ
タ
」
は
す
べ
て
聞
き
手
に
と
っ
て
「
自
分
」
の
こ
と
を
意
味
し
、
一
人
称
の
「
私
」
は
す
べ
て
話
し
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手
自
身
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
が
、
聞
き
手
に
と
っ
て
一
番
「
関
連
性
」
を
持
つ
「
労
力
」
の
要
ら
な
い
認
知
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
現

実
の
発
話
の
中
で
引
用
部
分
を
「
直
接
話
法
」
と
解
釈
し
、（
先
の
奥
津
の
曖
昧
文
で
言
え
ば
）
引
用
部
分
（
傍
線
部
）
の
「
私
」
は
主

節
部
分
の
「
ア
ナ
タ
」
を
意
味
し
、
引
用
部
分
の
「
ア
ナ
タ
」
は
主
節
部
分
の
「
私
」
を
意
味
す
る
と
認
識
す
る
こ
と
は
、
聞
き
手
の
認

知
プ
ロ
セ
ス
に
と
っ
て
「
労
力
」
の
か
か
る
「
関
連
性
」
の
低
い
解
釈
と
言
え
る
。
基
本
的
に
同
一
の
語
の
指
示
対
象
が
発
話
全
体
に
わ

た
っ
て
一
貫
し
て
い
る
「
間
接
話
法
」
の
読
み
の
方
が
、
聞
き
手
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
に
と
っ
て
労
力
が
か
か
ら
な
い
。
話
し
手
と
聞
き
手

が
対
面
す
る
現
実
の
会
話
状
況
に
お
い
て
は
、
読
者
が
作
品
の
「
場
」
へ
と
没
入
す
る
よ
う
な
小
説
の
語
り
―
―
そ
こ
で
は
「
直
接
話
法
」

が
無
標
的
な
話
法
と
な
る
―
―
と
は
異
な
る
「
話
法
」
の
使
用
法
や
理
解
の
仕
方
が
生
ま
れ
て
く
る
と
言
っ
て
よ
い
。（７
）

　
　

七　

お
わ
り
に 

―
話
法
と
「
視
点
の
臨
場
性
」

　

本
稿
で
は
日
本
の
近
代
小
説
の
勃
興
期
に
位
置
す
る
夏
目
漱
石
の
『
坊
ち
ゃ
ん
』
を
例
文
に
用
い
な
が
ら
、
主
に
書
き
言
葉
に
お
け
る

「
話
法
」、
と
り
わ
け
日
本
語
に
お
け
る
「
間
接
話
法
」
の
文
法
的
特
徴
を
探
っ
て
き
た
。
漱
石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
お
い
て
は
、
地
の

文
の
中
で
鉤
括
弧
な
し
で
も
用
い
ら
れ
出
現
回
数
も
多
い
「
直
接
話
法
」
が
「
無
標
的
」、
そ
れ
に
対
し
あ
る
種
の
文
法
的
特
徴
を
有
し

出
現
回
数
も
少
な
い
「
間
接
話
法
」
が
「
有
標
的
」
な
話
法
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
般
に
小
説
に
お
い
て
は
、
幾
つ
か
の
文
法

的
特
徴
の
有
無
を
介
し
た
関
係
を
「
直
接
話
法
」
と
の
間
に
持
つ
限
り
、「
間
接
話
法
」
は
存
在
す
る
と
見
て
よ
い
。

　

最
後
に
「
直
接
話
法
」
が
な
ぜ
小
説
に
お
い
て
無
標
的
で
出
現
し
や
す
い
話
法
な
の
か
に
つ
い
て
、
日
本
語
表
現
の
持
つ
一
般
的
特
質

か
ら
そ
の
理
由
の
一
端
を
探
っ
て
み
た
い
。
こ
こ
で
の
例
は
『
坊
ち
ゃ
ん
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
（
明
治
四
一
年
）
に
発
表
さ
れ
た
田
山
花
袋

の
短
編
小
説
『
一
兵
卒
』
を
用
い
る
。
そ
の
書
き
出
し
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
小
説
内
の
傍
線
は
湯
淺
に
よ
る
。
例
文
の
あ
と
の
数
字

は
岩
波
文
庫
版
の
頁
数
）。
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渠か
れ

は
歩
き
出
し
た
。

　

銃
が
重
い
、
背
嚢
が
重
い
、
脚
が
重
い
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
製
の
金か
な

椀わ
ん

が
腰
の
剣
に
当
っ
て
カ
タ
カ
タ
と
鳴
る
。
そ
の
音
が
興
奮

し
た
神
経
を
夥
し
く
刺
戟
す
る
の
で
、
幾い
く
た
び度
か
そ
れ
を
直
し
て
見
た
が
、
ど
う
し
て
も
鳴
る
、
カ
タ
カ
タ
と
鳴
る
。
も
う
厭
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。（
一
〇
六
）

こ
の
あ
と
三
節
を
置
い
て
、
以
下
の
節
が
始
ま
る
。

　

先さ
つ
き程
の
下
士
が
あ
そ
こ
に
乗
っ
て
い
る
。
あ
の
一
段
高
い
米
の
叺か
ま
すの
積
荷
の
上
に
突
立
っ
て
い
る
の
が
彼き
や
つ奴
だ
。
苦
し
く
っ
て
と

て
も
歩
け
ん
か
ら
、
鞍あ

ん
ざ
ん
て
ん

山
站
ま
で
乗
せ
て
行
っ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
す
る
と
彼
奴
め
、
兵
を
乗
せ
る
車
で
は
な
い
。
歩
兵
が
車
に
乗

る
と
い
う
法
が
あ
る
か
と
呶
鳴
っ
た
。（
略
）（
一
〇
七
）

　

小
説
の
書
き
出
し
で
も
分
か
る
よ
う
に
、花
袋
の『
一
兵
卒
』は
三
人
称
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
次
行
の
第
二
節
目
に
入
る
と「
銃
が
重
い
、

背
嚢
が
重
い
、
脚
が
重
い
」
と
主
人
公
の
「
渠
」
の
視
点
か
ら
の
描
写
に
な
る
。
こ
う
し
た
日
本
語
表
現
に
お
け
る
出
来
事
の
「
場
」
へ

の
視
点
の
移
行
は
、
し
ば
し
ば
川
端
康
成
の
『
雪
国
』
の
冒
頭
部
「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
。」
と
い
う
描

写
を
例
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
こ
の
種
の
日
本
語
表
現
に
つ
い
て
の
議
論
は
湯
淺
（
二
〇
一
〇
）
等
参
照
）。
つ
ま
り
第

二
節
目
か
ら
は
語
り
手
自
身
が
「
渠
」
と
同
一
の
視
点
に
立
っ
て
、「
視
点
の
臨
場
性
」（
湯
淺 

二
〇
一
〇
）
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
「
渠
」
の
目
に
映
る
、
あ
る
い
は
耳
に
入
っ
て
く
る
出
来
事
が
描
写
さ
れ
て
い
く
。
傍
線
部
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現
で
あ
る
「
カ
タ
カ

タ
」
と
い
う
の
も
「
渠
」
の
耳
に
聞
こ
え
た
ま
ま
の
音
の
類
像
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、あ
と
の
節
の
傍
線
部
の
話
法
箇
所
「
苦

し
く
っ
て
と
て
も
歩
け
ん
か
ら
、
鞍
山
站
ま
で
乗
せ
て
行
っ
て
く
れ
」
も
「
兵
を
乗
せ
る
車
で
は
な
い
。
歩
兵
が
車
に
乗
る
と
い
う
法
が

あ
る
か
」
も
、「
渠
」
あ
る
い
は
「
渠
」
と
同
じ
状
況
に
臨
場
す
る
「
語
り
手
」
の
耳
に
聞
こ
え
た
ま
ま
の
声
と
言
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り

こ
の
種
の
鉤
括
弧
な
し
の
話
法
は
、「
視
点
の
臨
場
性
」
を
内
包
す
る
日
本
語
表
現
の
本
来
的
な
特
質
か
ら
見
て
、
デ
フ
ォ
ル
ト
状
態
に
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あ
る
「
無
標
的
」
な
話
法
、
つ
ま
り
臨
場
す
る
語
り
手
が
耳
に
す
る
ま
ま
の
「
直
接
話
法
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
傍
証

と
な
る
の
が
藤
田
（
二
〇
〇
〇
）
の
「
～
ト
」
の
統
語
的
性
格
に
関
す
る
議
論
で
、
そ
こ
で
藤
田
は
「
彼
は
、
お
や
っ
と
つ
ぶ
や
い
た
。

／
彼
は
、
あ
っ
と
言
っ
た
。
／
彼
は
、
レ
レ
レ
と
言
っ
た
。
／
彼
は
、
ふ
ざ
け
て
、
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
と
言
っ
た
。」（
傍
線
は
藤
田
に
よ
る
）

の
よ
う
な
例
を
対
比
し
、こ
れ
ら
「
感
動
詞
」
や
「
無
意
味
音
」（
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
「
直
接
話
法
」
と
言
え
る
）
等
の
「
引
用
句
『
～
ト
』

は
も
は
や
擬
声
語
副
詞
と
区
別
し
難
く
な
っ
て
く
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
藤
田 

二
〇
〇
〇
：
九
三
）。
藤
田
の
場
合
、
比
較
し
た
諸
例
は

「
～
ト
」
の
副
詞
的
成
分
が
必
須
の
補
充
成
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の
だ
が
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
藤
田
の
議
論
は
、『
坊
ち
ゃ
ん
』

に
お
け
る
鉤
括
弧
な
し
の
「
話
法
」
が
い
わ
ゆ
る
擬
音
語
・
擬
声
語
と
同
じ
文
法
的
立
場
に
あ
り
、
結
果
と
し
て
鉤
括
弧
な
し
の
話
法
が

デ
フ
ォ
ル
ト
状
態
で
、か
つ
無
標
的
な「
直
接
話
法
」で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
言
え
る（
な
お
藤
田
の
主
張
す
る「
～

ト
」
の
結
合
価
的
意
味
に
お
け
る
「
必
須
性
」
に
つ
い
て
は
、
同
一
述
語
で
あ
っ
て
も
、
語
用
論
的
状
況
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
見
て

お
く
べ
き
で
あ
る
）。

【
注
】

（
１
）
ド
イ
ツ
語
の
『
ド
ゥ
ー
デ
ン
文
法
』（
二
〇
〇
九
）
は
ド
イ
ツ
語
文
法
の
「
専
門
知
識
の
詰
ま
っ
た
信
頼
の
で
き
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
同
、「
前
書
き
」）

で
あ
る
が
、「
書
き
言
葉(Schriftsprache)

に
お
い
て
、
報
告
乃
至
は
間
接
話
法(indirekte Rede)

（
間
接
的
な
発
話
再
現
）
が
接
続
法
の
最
も
重
要

な
機
能
領
域(Funktionsbereich)

で
あ
る
。
数
え
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
の
領
域
で
接
続
法
が
最
も
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
」（
同
：

五
二
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
「
間
接
話
法
」
に
接
続
法
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
専
ら
直
説
法
・
命
令
法
が
使
用
さ
れ
る
「
直
接
話
法
」

と
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
手
法
は
多
く
書
き
言
葉
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
。
よ
っ
て
ド
イ
ツ
語
の
「
間
接
話
法
」
と
比
較
す
る
意
味
で
も
、
ま
ず

は
日
本
語
に
お
い
て
も
書
き
言
葉
（
本
稿
で
は
小
説
）
を
考
察
の
対
象
と
し
た
い
。

（
２
）
山
本
正
英
（
一
九
六
五
：
一
〇
以
下
）
は
、
当
時
の
文
芸
評
論
家
片
上
天
弦
が
「
自
然
主
義
勃
興
の
明
治
三
九
年
春
頃
か
ら
、
殊
に
明
治
四
〇
年
中
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に
小
説
界
で
は
言
文
一
致
体
が
不
動
の
も
の
に
な
り
、
し
か
も
こ
こ
一
、二
年
の
間
に
各
作
家
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
現
わ
し
て
来
て
、
言
文
一
致
体
は
真

の
成
長
期
に
入
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
援
用
し
な
が
ら
、
片
上
が
「
言
文
一
致
体
の
確
立
と
個
性
表
現
と
の
不
可
分
の
関
係
、
ま
た
日
本
の
近

代
文
体
に
お
い
て
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
時
期
を
明
記
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
明
治
三
九
年
発
表
さ
れ
た
夏
目
漱
石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
も

丁
度
こ
の
時
期
に
あ
た
り
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
言
語
は
言
文
一
致
体
に
よ
る
現
代
の
小
説
言
語
の
原
型
の
一
つ
と
見
て
よ
い
。

（
３
）
た
だ
以
下
の
『
ド
ゥ
ー
デ
ン
文
法
』
の
記
述
に
見
る
よ
う
に
、「
間
接
話
法
［
再
現
］(indirekte Rede(w

iedergabe))

」
と
い
う
概
念
を
ド
イ
ツ

語
で
使
う
場
合
、
広
く
思
考
な
ど
の
再
現
も
含
め
て
解
釈
す
る
考
え
も
あ
る
。「
狭
い
意
味
で
の
間
接
話
法
は
、
現
実
の
話
者
が
別
の
言
語
的
表
出
内
容

を
再
現
す
る
場
合
に
存
在
す
る
。
広
い
意
味
で
は
、
そ
の
概
念
は
言
語
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
単
に
思
考
さ
れ
た
り
、
感
じ
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
の
『
再
現(W

iedergabe)
』
も
含
む
」（D

udenredaktion

二
〇
〇
九
：
五
二
三
）。

（
４
）
三
上
（
一
九
六
三
：
一
三
六
）
は
直
接
話
法
が
間
接
話
法
と
な
る
条
件
の
一
つ
と
し
て
、「
有
題
が
無
題
化
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
条
件
を
挙

げ
、
具
体
的
に
は
発
話
部
分
の
「
私w

a

・
・
・
・
・
し
た
」
が
無
題
化
し
、「
彼
は
、
自
分ga

・
・
・
・
・
し
た
っ
て
言
っ
て
た
よ
。」
と
な
る
こ
と

が
あ
る
旨
の
指
摘
を
し
て
い
る
（
三
上　

一
九
六
三
：
一
三
九
以
下
）。
こ
の
三
上
の
無
題
化
に
関
す
る
条
件
は
、
藤
田
（
二
〇
一
四
：
九
九
）
で
も
言

及
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
奥
津
の
「
曖
昧
文
」
も
発
話
部
分
「
私
ハ
ア
ナ
タ
ヲ
」
を
「
私
ガ
ア
ナ
タ
ヲ
」
と
し
た
方
が
直
接
話
法
の
読
み
を
中
立
化
で
き
、

間
接
話
法
・
直
接
話
法
に
対
し
対
等
・
両
様
に
解
釈
し
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
三
上
の
「
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
は
絶
対
的
条
件
で

は
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
５
）
三
瓶
（
二
〇
〇
八
）
は
、
ド
イ
ツ
語
に
お
け
る
「
間
接
話
法
」
に
お
い
て
は
、「
人
称
や
法
の
変
換
」
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
「
編
集
」
が
行
わ
れ

る
と
述
べ
て
い
る
。「
主
観
性
・
感
情
の
反
映
で
あ
る
有
標(m

arkiert)

・
破
格
な
構
文
、
ま
た
心
態
詞
、
間
投
詞
、
直
示
詞
な
ど
の
心
情
・
視
点
表
現
は
、

そ
の
ま
ま
の
形
で
は
間
接
話
法
に
取
り
込
ま
れ
な
い
。
無
標
な
表
現
に
変
更
さ
れ
る
か
、
部
分
的
に
変
更
・
削
除
さ
れ
る
。
作
中
人
物
の
心
情
・
感
情

の
濾
過
、
裏
返
し
て
言
え
ば
、
平
静
・
中
立
・
客
観
と
い
う
語
り
手
の
心
的
態
度
で
あ
る
」（
三
瓶　

二
〇
〇
八
：
一
九
三
）。
こ
れ
を
日
本
語
に
お
け

る
『
坊
ち
ゃ
ん
』
に
適
用
す
れ
ば
、語
り
手
の
「
お
れ
」
が
「
平
静
・
中
立
・
客
観
」
と
い
う
立
場
で
語
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、「
間
接
話
法
」
は
「
お

れ
」
と
い
う
「
語
り
手
の
心
的
態
度
」
の
反
映
で
あ
る
点
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

（
６
）
英
文
法
学
者
の
木
原
研
三
（
一
九
五
五
：
五
五
）
は
英
語
の
「
話
法
」
に
関
し
、「
直
接
話
法
」
と
「
間
接
話
法
」
に
「
純
粋
型
態
」
と
も
言
う
べ

き
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、「
現
実
に
は
そ
の
両
者
を
極
限
と
し
て
種
々
の
形
式
が
見
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
木
原
は
直
接
話
法
か
ら
間

接
話
法
へ
の
具
体
的
な
転
換
要
素
と
し
て
「
人
称
」「
時
制
」「
叙
述
」
の
三
つ
の
形
式
を
挙
げ
、
す
べ
て
を
変
換
す
る
「
完
全
間
接
話
法
」
と
、
三
つ
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の
内
の
一
部
の
形
式
の
み
を
変
え
る
「
不
完
全
間
接
話
法
」
に
分
け
て
い
る
。
さ
ら
に
後
者
に
つ
い
て
は
「
混
合
話
法
」
と
「
描
出
話
法
」
に
分
け
る
（
木

原
一
九
五
五
：
五
五
以
下
、
な
お
漢
字
は
現
在
通
用
し
て
い
る
字
体
に
変
更
）。
三
上
（
一
九
七
二
）
は
直
接
話
法
か
ら
間
接
話
法
へ
改
め
る
に
際
し
「
日

本
語
で
は
ム
ウ
ド
も
テ
ン
ス
も
変
え
な
い
」、つ
ま
り
（「
境
遇
性
」
を
持
つ
単
語
は
変
え
て
も
）「
活
用
形
は
変
え
な
い
」
と
い
う
点
に
「
折
衷
的
な
性
質
」

を
見
て
「
折
衷
（
間
接
）
話
法
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
木
原
の
よ
う
に
「
純
粋
型
態
」
を
両
極
と
す
る
あ
る
種
の
「
形
式
的
中
間
形
態
」

を
も
「
間
接
話
法
」
の
中
に
含
め
れ
ば
、
本
文
（
４
）
に
見
ら
れ
る
（
誤
解
を
生
ま
な
い
限
り
で
の
）
一
部
人
称
の
無
変
換
も
「
間
接
話
法
」
の
中
に

留
め
置
く
余
地
が
あ
ろ
う
。

（
７
）
書
き
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
書
き
手
と
読
み
手
が
一
対
一
で
対
峙
す
る
「
手
紙
」
等
の
場
合
、
読
み
手
に
認
知
の
た
め
の
「
労
力
」
を
課
さ
な
い
「
間

接
話
法
」
の
読
み
が
比
較
的
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
例
え
ば
漱
石
の
書
簡
の
中
に
も
、
次
の
よ
う
な
間
接
話
法
の
読
み
が
現
わ
れ
る
（
数
字
は
岩

波
文
庫
版
『
漱
石
書
簡
集
』
の
頁
数
、
発
話
部
分
の
傍
線
は
湯
淺
に
よ
る
）。「
皆
川
は
逗
子
へ
行
っ
て
気
に
喰
わ
ん
と
か
で
房
州
へ
行
っ
た
。
当
日
来

て
洋
書
を
僕
に
托
し
て
君
に
や
っ
て
く
れ
ろ
と
い
い
置
い
て
行
っ
た
。」（
明
治
三
八
年
、
野
間
真
綱
宛
、
一
二
一
）、「
三
重
吉
さ
ん
ち
ょ
っ
と
申
上
ま
す
。

君
は
僕
の
胃
病
を
直
し
て
や
り
た
い
と
仰
ゃ
る
。」（
明
治
三
八
年
、
鈴
木
三
重
吉
宛
、
一
三
五
） 

最
初
に
挙
げ
た
野
間
真
綱
宛
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
発

話
部
分
の
口
調
は
（
漱
石
で
は
な
く
）
皆
川
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
人
称
に
つ
い
て
は
漱
石
の
書
簡
執
筆
時
が
「
今
・
こ
こ
」
と
な
る
人
称

に
変
更
さ
れ
「
間
接
話
法
」
と
見
做
せ
る
。
ま
た
口
調
に
注
目
す
れ
ば
、三
上
が
「
折
衷
話
法
」
と
称
す
る
理
由
の
一
端
も
窺
え
る
。
他
方
手
紙
に
は
「
直

接
話
法
」の
解
釈
も
存
在
す
る
。以
下
も
漱
石
の
例
。「
若
杉
三
郎
な
る
も
の
は
、あ
な
た
の
作
つ
た
も
の
は
き
つ
と
一
冊
づ
つ
下
さ
い
と
約
束
を
逼せ
ま

り
候
。」

（
明
治
四
二
年
、
畔
柳
芥
舟
宛
、
二
一
二
）、「
そ
の
時
僕
は
ス
ト
ー
ブ
の
前
へ原

君
あ
ん
な
事
を
書
く
と
君
と
僕
と
喧
嘩
し
て
い
る
よ
う
に
世
間
で
思
う
よ
、

か
く
な
ら
文
芸
欄
の
う
ち
へ
書
か
な
い
か
と
い
っ
た
ら
、
楚
は
う
ん
そ
う
か
と
い
っ
て
い
た
。」（
明
治
四
三
年
、
野
上
豊
一
郎
宛
、
二
二
五
以
下
）　

こ

こ
に
挙
げ
た
二
例
目
、
野
上
宛
書
簡
中
の
「
君
」（
傍
線
部
参
照
）
は
あ
と
に
続
く
部
分
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
杉
村
楚
人
冠
の
こ
と
で
あ
る
。
手
紙
に

は
間
接
話
法
読
み
も
直
接
話
法
読
み
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
少
な
く
と
も
上
記
の
例
で
は
文
脈
的
に
見
て
誤
解
を
生
む
可
能
性
は
な
い
。
書
簡
等

に
お
け
る
「
話
法
」
の
種
別
に
は
語
用
論
的
状
況
・
文
脈
を
も
含
め
た
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
と
な
ろ
う
。
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